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成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
や
障

害
者
に
代
わ
り
、
法
的
に
権
限

を
与
え
ら
れ
た
成
年
後
見
人
な

ど
が
、
財
産
な
ど
を
管
理
し
ま

す
。
民
法
を
中
心
と
し
た
４
つ

の
法
律
に
基
づ
く
制
度
で
、
法

定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度

が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

法
定
後
見
制
度

法
定
後
見
は
対
象
に
よ
り
補

助
・
保
佐
・
後
見
の
３
類
型
に

な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

補
助
人
・
保
佐
人
・
成
年
後

見
人
に
対
す
る
権
限
は
、
家
庭

裁
判
所
の
審
判
で
決
ま
り
ま

す
。例

え
ば
本
人
が
定
期
預
金
を

解
約
す
る
場
合
、
成
年
後
見
人

な
ど
の
同
意
が
必
要
と
な
る

「
同
意
権
」、
本
人
が
不
動
産
売

買
の
契
約
（
法
律
行
為
）
を
し

た
場
合
、
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
「
取
消
権
」、
そ
し
て
本
人

に
代
わ
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
契
約
を
結
ぶ
「
代
理
権
」

が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
家
庭
裁
判
所

へ
の
申
立
て
か
ら
審
判
の
確
定

ま
で
は
４
カ
月
以
内
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
３
）。

平成１２年、介護保険制度や社会福祉法の改正により、福祉サービスを利用する際、

利用者が事業者と契約を結ぶことになりました。そこで利用者を直接支援するため

に導入されたのが、成年後見制度と日常生活自立支援事業（旧「地域福祉権利擁護

事業」）です。成年後見制度の概要と県内の活動を紹介します（日常生活自立支援事

業については、１５�をご覧ください）。

高高齢齢者者やや障障害害者者のの権権利利をを擁擁護護成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
活活
用用
をを

やまなしの福祉 ２００９年３月 ２
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選
任
さ
れ
る

成
年
後
見
人
な
ど

平
成
１９
年
度
に
選
任
さ
れ
た

成
年
後
見
人
な
ど
と
本
人
の
関

係
は
子
・
兄
弟
姉
妹
・
配
偶
者

・
親
・
そ
の
他
親
族
が
全
体
の

約
７
割
を
占
め
ま
す
（
図
４
）。

弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会

福
祉
士
が
、
全
体
の
約
２
割
で

す
が
、
専
門
職
の
数
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
課
題
の
１
つ
で

す
。そ

う
し
た
中
、
企
業
や
公
務

員
退
職
者
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
経
験
者
な
ど
を
新
た
な
担

い
手
と
し
て
、
市
民
後
見
人
の

養
成
に
取
り
組
む
県
外
の
社
協

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
個
人
だ
け
で
な
く
、
法

人
が
成
年
後
見
人
な
ど
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
法
人
の
資

格
制
限
は
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。全

国
社
会
福
祉
協
議
会
が
市

区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
対

す
る
実
態
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
４１
カ
所
が
法
人
後
見
を
受

任
し
て
い
ま
し
た
（
平
成
１８
年

度
）。

任
意
後
見
制
度

任
意
後
見
は
、
本
人
が
判
断

能
力
の
あ
る
間
に
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た
と

き
の
事
務
内
容
と
代
理
権
の
範

囲
、
任
意
後
見
人
を
決
め
て
お

く
制
度
で
す
（
任
意
後
見
制
度

に
つ
い
て
は
、
本
紙
２
０
０
８

年
１１
月
号
１４
�
で
紹
介
し
て
い

ま
す
）。

◇

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る

に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
申

立
費
用
は
申
立
人
が
支
払
い
ま

す
が
、
成
年
後
見
人
な
ど
が
活

動
す
る
た
め
の
旅
費
や
通
信
費

と
い
っ
た
経
費
、
ま
た
家
庭
裁

判
所
が
決
定
す
る
成
年
後
見
人

な
ど
へ
の
報
酬
は
、
本
人
の
財

産
か
ら
負
担
し
ま
す
。

経
済
的
に
困
難
な
場
合
は

「
成
年
後
見
制
度
利
用
援
助
事

業
」
で
、
公
的
に
補
助
す
る
市

町
村
も
あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

は
、
次
の
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

県
弁
護
士
会
高
齢
者
・
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５

５
・
２
３
５
・
７
２
０
２
（
予

約
制
）

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
梨
支
部

電

話
０
５
５
・
２
５
４
・
８
０
３

０
県
社
会
福
祉
士
会

電
話
０

５
５
・
２
５
４
・
３
５
３
１

各
市
町
村
役
場
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

笛
吹
市
社
協
の
取
り
組
み

困
っ
て
い
る
人

何
と
か
し
た
い

「
社
会
福
祉
協
議
会
の
使
命

と
し
て
、
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
何
と
か
し
た
い
」
と
話

す
の
は
、
笛
吹
市
社
会
福
祉
協

議
会
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き
所
長
の
篠
本

耕
二
さ
ん
�
写
真
。

旧
御
坂
町
社
協
に
よ
る
成
年

後
見
制
度
の
受
任
は
、
こ
の
一

言
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
認

知
症
の
高
齢
者
夫
婦
を
担
当
。

入
院
時
の
申
込
書
が
書
け
な
か

っ
た
り
、
支
払
い
内
容
が
理
解

で
き
な
か
っ
た
り
、
ま
た
金
融

機
関
へ
の
多
額
の
借
金
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。

平
成
１４
年
８
月
、
身
寄
り
の

な
い
夫
婦
の
た
め
、
旧
御
坂
町

長
が
申
立
て
を
行
い
、
旧
御
坂

町
社
協
が
夫
婦
の
保
佐
人
と
な

り
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

「
治
療
の
同
意
や
お
む
つ
な
ど

身
の
回
り
品
を
届
け
る
こ
と
、

ま
た
身
元
引
受
・
保
証
な
ど
家

族
機
能
の
代
替
に
は
な
れ
な

い
。
こ
う
し
た
機
能
を
だ
れ
が

補
う
の
か
は
大
き
な
課
題
で

す
」
と
篠
本
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

現
在
、
同
市
社
協
の
受
任
件

数
は
１０
件
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
は
契
約
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
日
、
法

人
後
見
と
し
て
そ
の
一
助
を
担

う
意
義
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

３ やまなしの福祉 ２００９年３月
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県
立
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

は
、
約
７
３
０
点
の
介
護
や
高
齢
者

向
け
福
祉
用
具
の
展
示
室
を
常
設
し

て
い
ま
す
。

展
示
室
で
は
、
福
祉
用
具
を
必
要

と
し
て
い
る
方
や
家
族
の
方
が
実
際

に
展
示
室
を
訪
れ
、
福
祉
用
具
を
見

て
、
触
れ
て
、
試
す
こ
と
で
、
そ
の

人
に
合
っ
た
用
具
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
職
員
が
使
用
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
ま

す
。展

示
室
に
あ
る
福
祉
用
具
は
、
県

内
で
販
売
、
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
取
扱

店
と
な
っ
て
い
る
業
者
か
ら
無
償
展

示
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
す
。

展
示
に
あ
た
っ
て
は
、
販
売
店
な

ど
か
ら
の
申
請
を
受
け
、
学
識
経
験

者
や
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な

ど
が
集
ま
っ
た
「
介
護
機
器
普
及
事

業
運
営
協
議
会
」
を
設
け
て
審
査
し

ま
す
。

専
門
的
な
視
点
で
優
良
な
福
祉
用

具
の
選
考
を
行
っ
た
上
で
、
セ
ン
タ

ー
が
許
可
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
８
月
に
展
示
許
可
し
た
福
祉

用
具
を
紹
介
し
ま
す
。

失禁用シーツ、横シーツとして使用します。特

殊加工により吸水性と制菌性に優れ、汚れが染み

つかず、家庭で洗濯ができます。乾きが早い材質

を使用。両面吸水性なので、裏表を気にせずに使

用することができます。

【サイズ】９０�×１４５�
【材 質】ポリエステル・ポリウレタンフィルム

【申請者】消臭ニットのアムゼ

【製造者】朝日事業株式会社

【価 格】７，３５０円（税込み）

特殊加工による消臭綿は、アンモニ

アやトリメチルアミンのにおい（尿臭

や汗くささのもと）をわずかな時間で

消臭します。中性洗剤で洗濯し、しっ

かり乾燥すると効果を復元することが

できます。

【サイズ】１９０�×１４０�、８５０ｇ

【材 質】綿１００％

【申請・製造者】消臭ニットのアムゼ

【価 格】１０，５００円（税込み）

展

示

室

の

ご

案

内

福福祉祉用用具具をを展展示示、、アアドドババイイスス
介護実習普及センター

愛情タオルケット 両面吸水性防水シート

やまなしの福祉 ２００９年３月 ４
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スプーン状の部分を口にくわえ、マニュア

ルに沿った体操（ラビリン体操）を食前に１０

分程行います。体操で唇や舌を鍛え、むせや

飲みにくさを改善することができます。また

風邪や誤嚥（ごえん）性肺炎の予防や脳の活

性化にも役立っています。

【サイズ】１４９�×５４�×３２�、約３６ｇ

【材 質】シリコーンゴム（耐熱２００℃、乳白

色透明）

【申請・製造者】コンビウェルネス株式会社

【価 格】３，６７５円（税込み）

お尻で座ったまま移動する時、お尻がこす

れないよう保護します。アジャスターベルト

で腰と両太ももにフィット。着脱がスムーズ

なワンタッチバックルを使用しています。お

風呂場や階段での移動にも活用できます。考

案者は車いすを使っている方です。

【サイズ】Ｓ（ウエスト５５～７５�）

Ｍ（ウエスト７５～９５�）

Ｌ（ウエスト９５～１１５�）

【材 質】厚さ１１�のウエットスーツの素材

【申請・製造者】東和株式会社クローバリー

【価 格】１５，７５０円（税込み）

座った姿勢に合わせた浅い前身と深い後ろ

身の立体裁断のジーンズ。ポケットをなくし、

移動の妨げにならないよう工夫されていま

す。サイズはゆるいと余計なシワが肌へのス

トレスになります。気持ちきつめのサイズを

おすすめします。

【サイズ】ウエスト７６、７９、８２、８５、８８、９１、

９４�。股下は全サイズ共通の８２�
【材 質】綿９８％、ポリウレタン２％、１３オ

ンスストレッチデニム使用

【申請・製造者】東和株式会社クローバリー

【価 格】１４，７００円（税込み）

いすなどから立ち上がる際の手すりとして

使用します。平らで水平な床に置きます。用

途に合わせ４種類のタイプから選べます。介

護保険法による福祉用具貸与（レンタル）も

できます。

【サイズ】間口５０�、奥行き６０�、高さ７０～

８０�（５�間隔３段階調整可能）

１３．４�～

【材 質】プラスチック被覆スチールパイプ

＋暗いところでも見やすい蓄光ラ

イン入りのプラスチック（手すり

部分）、床設置部分がスチールで縁

部分はゴム製

【申請・製造者】矢崎化工株式会社

【価 格】５０，６１０円（税込み）

ラ
ビ
リ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー

え

ん

げ

（
摂
食
・
嚥
下
訓
練
器
具
）

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ジ
ー
ン
ズ

（
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
用
ジ
ー
ン
ズ
）

た
ち
あ
っ
ぷ（
Ｃ
Ｋ
Ａ
�
０１
）

置
く
だ
け
タ
イ
プ

お
尻
保
護
マ
ッ
ト

展

示

室

の

ご

案

内

５ やまなしの福祉 ２００９年３月



最
近
、
靴
店
で
健
康
靴
や
リ
ハ
ビ

リ
用
の
靴
が
並
ん
で
い
る
の
を
見
か

け
ま
す
。
ま
た
片
足
の
み
や
１
足
の

靴
を
サ
イ
ズ
違
い
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
片
足
に
装
具
を
着
け
て
い
た
り
、

病
気
で
足
が
腫
れ
て
い
る
時
な
ど
、

状
態
に
応
じ
た
靴
の
買
い
方
も
で
き

ま
す
。

朝
と
夕
方
で
は
足
の
む
く
み
方
も

違
う
た
め
、
一
般
的
に
靴
は
夕
方
に

選
ぶ
方
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。高

齢
者
に
は
○１
ソ
フ
ト
な
素
材
で

つ
ま
先
部
分
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る

○２
ひ
も
や
マ
ジ
ッ
ク
、
フ
ァ
ス
ナ
ー

な
ど
で
幅
の
調
整
が
で
き
る
○３
脱
ぎ

履
き
が
楽
に
で
き
る
ー
と
い
っ
た
靴

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

つ
ま
ず
き
防
止
に
は
、
滑
り
止
め

が
付
い
て
い
た
り
、
つ
ま
先
が
上
が

っ
て
い
る
靴
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

県
立
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
に

展
示
し
て
い
る
靴
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
問
い
合
せ
は
、

本
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
０
５
５
・
２
５
４
・
８
６
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
・
２
５
４
・
８
６
９
０

特 徴 つまずき防止のため、つま先を２０�、

かかとを１２�巻き上げてあります。脱ぎ履き

しやすいよう、靴の上部には、大きく開くマ

ジックテープを使っています。

特 徴 ひもで甲の周りの長さを調節できま

す。甲部に２本あるオートロックファスナー

は深く、開口部が広いので、履きやすくなっ

ています。抗菌・防臭加工。

特 徴 つま先まで開きます。腫れ、むくみ、

外反母趾（ぼし）の方におすすめです。甲ベ

ルトと補助ベルトを着け、歩行時の足と靴の

動きを安定させます。

福

祉

用

具

紹

介

商品名 コンフォート

価 格 両足７，８７５円、片足３，９９０円（税込み）

リリハハビビリリ用用 靴靴のの選選びび方方

履きやすさを工夫

商品名 快歩主義L０１１

価 格 両足６，１９５円、片足３，３６０円（税込み）

商品名 ＮＥＷケアフル

価 格 両足７，３５０円、片足３，７８０円（税込み）

腫れ、むくみ、外反母趾に

つまずき防止に便利

やまなしの福祉 ２００９年３月 ６
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転
ば
な
い
た
め
の
日
常
の
工
夫

高
齢
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

原
因
か
ら
、
つ
ま
ず
い
た
り
転

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
増
え
ま

す
。
転
ん
だ
時
に
う
ま
く
対
応

で
き
ず
、
骨
折
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

○１
し
っ
か
り
歩
く
…
で
き
る

だ
け
背
筋
を
伸
ば
し
て
歩
き
始

め
ま
す
。
行
く
方
向
に
顔
と
視

線
を
向
け
て
、
し
っ
か
り
立
っ

て
か
ら
一
歩
目
を
踏
み
出
し
ま

す
。
出
し
た
足
を
強
く
後
ろ
に

蹴
る
よ
う
に
、
そ
し
て
腕
を
大

き
く
振
り
ま
し
ょ
う

○２
足
指
や
関
節
を
柔
ら
か
く

す
る
…
お
風
呂
や
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
足
指
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を

し
た
り
、
足
首
を
ク
ル
ク
ル
回

し
ま
し
ょ
う
。
両
腕
を
左
右
後

方
へ
ね
じ
る
、
上
体
の
回
転
運

動
も
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
維
持
に

な
り
ま
す

○３
筋
肉
を
よ
く
伸
ば
す
（
ス

ト
レ
ッ
チ
）
…
ふ
く
ら
は
ぎ
は

手
す
り
や
壁
に
つ
か
ま
っ
て
行

い
ま
す
。足
を
前
後
に
開
き
、両

足
の
か
か
と
を
床
に
つ
け
ま

す
。
こ
れ
を
左
右
交
互
に
し
ま

す
。太

も
も
の
裏
は
片
足
を
伸
ば

し
、
も
う
一
方
は
曲
げ
て
座
り

ま
す
。
伸
ば
し
た
足
の
ひ
ざ
を

両
手
で
押
さ
え
、
上
体
を
前
に

倒
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を

止
め
ず
に
続
け
ま
し
ょ
う
。

足
の
付
け
根
は
、
か
け
っ
こ

の
ス
タ
ー
ト
の
姿
勢
か
ら
ゆ
っ

く
り
腰
を
落
と
し
、
後
ろ
足
を

膝
が
床
に
着
く
よ
う
に
伸
ば
し

ま
す
。

背
中
は
猫
の
よ
う
に
四
つ
ん

ば
い
に
な
り
ま
す
。
両
手
を
ま

っ
す
ぐ
伸
ば
し
、
お
尻
を
突
き

出
す
よ
う
に
し
て
脇
を
伸
ば
し

ま
す
。
こ
の
と
き
呼
吸
は
止
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○４
足
の
爪
の
手
入
れ
…
深
爪

や
巻
き
爪
、
水
虫
に
よ
る
爪
の

肥
厚
や
�
う
お
の
め
�
な
ど
も

足
の
ふ
ら
つ
き
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た
手
入
れ

を
し
ま
し
ょ
う

○５
住
ま
い
の
チ
ェ
ッ
ク
…
マ

ッ
ト
や
コ
ー
ド
な
ど
、
つ
ま
ず

き
や
す
い
も
の
は
取
り
除
き
ま

す
。
夜
で
も
足
も
と
を
明
る
く

す
る
こ
と
も
大
切
で
す

○６
上
手
な
靴
選
び
…
靴
を
選

ぶ
条
件
と
し
て
�１
足
指
に
ゆ
と

り
が
あ
る
�２
甲
の
部
分
ま
で
覆

わ
れ
て
い
る
�３
か
か
と
が
し
っ

か
り
包
み
込
ま
れ
て
い
る
�４
太

め
で
３
～
５
�
の
高
さ
の
ヒ
ー

ル
�５
適
度
な
堅
さ
と
弾
力
の
靴

底
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
６
�

で
靴
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
）

『
明
日
の
在
宅
医
療
』
シ
リ

ー
ズ
第
３
巻
は
、「
在
宅
で
の
看

取
り
と
緩
和
ケ
ア
」
で
す
。

看
取
り
と
緩
和
ケ
ア
の
意
義

や
重
要
性
、
医
療

技
術
と
看
護
の
果

た
す
役
割
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま

す
。こ

の
他
、
介
護

・
看
護
・
福
祉
に
つ

い
て
の
本
２
６
０

冊
、
ビ
デ
オ
２
０

０
本
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、県
立

介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
講
座
の
申
し
込
み
、

福
祉
用
具
の
相
談
、
図
書
・

ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
な
ど

は
、
山
梨
県
立
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
０
５
５
・
２
５

４
・
８
６
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０

５
５
・
２
５
４
・
８
６
９
０

介介
護護
のの
ワワ
ンン
ポポ
イイ
ンン
トト

ア
ド
バ
イ
ス

アア
ドド
ババ
イイ
スス

図図

書書

紹紹

介介

編集代表 佐藤智

出 版 社 中央法規出版

お

し

ら

せ

７ やまなしの福祉 ２００９年３月
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公共職業安定所などの紹介により人を雇い入れた事業主に対し、雇用関係給付金・助成金制度があ

ります。

１ 特定就職困難者雇用開発助成金

【主な受給要件】

○１６０歳以上の高齢者や障害者、母子家庭の母など特に就職が困難な者（いずれも失業している６５歳

未満の者に限る）を公共職業安定所などの紹介により継続雇用する従業員として雇い入れ、助成

金の受給終了後も引き続いて雇用することが確実と認められること

○２雇用保険の適用事業主であること

○３対象となる従業員の雇い入れの前日から起算して６カ月前から１年間に、事業主の都合により解

雇された雇用保険被保険者がいないこと

○４倒産などの理由により再就職の準備を余裕なく離職された雇用保険被保険者が一定人数以上いな

いこと

○５雇い入れた日の前日から過去３年間に当該対象者を雇用したことがないこと

○６対象労働者の出勤状況及び賃金の支払い状況を明らかにする書類を整備・保管していること

【受給額】

雇い入れ後、１年間（重度障害者などは１年６カ月）に支払われた賃金総当額として３０万円～２４０万円

２ 高年齢者雇用開発特別奨励金

【主な受給要件】

○１雇い入れ日の満年齢が６５歳以上の要件（※）を満たす離職者を公共職業安定所などの紹介により

１週間の所定労働時間が２０時間以上の労働者として雇い入れ、１年以上継続して雇用することが

確実と認められること

※要件 �１雇い入れにかかわる事業主以外の事業主と１週間の所定労働時間が２０時間以上の雇用関

係にない者�２雇用保険の被保険者資格を喪失した離職の日から３年以内に雇い入れられた者�３雇

用保険の被保険者資格を喪失した離職の日以前１年間に被保険者期間が６カ月以上あった者

【受給額】

賃金相当額の一部の助成

対象労働者の１週間の所定労働時間が３０時間以上の場合、５０（９０）万円

対象労働者の１週間の所定労働時間が２０時間以上３０時間未満の場合、３０（６０）万円。※カッコ内は中

小企業に対する支給額（９�へ続く）

塩山公共職業安定所 電話０５５３・３３・８６０９

韮崎公共職業安定所 電話０５５１・２２・１３３１

鰍沢公共職業安定所 電話０５５６・２２・８６８９

甲府公共職業安定所 電話０５５・２３２・６０６０

富士吉田公共職業安定所 電話０５５５・２３・８６０９

富士吉田公共職業安定所大月出張所 電話０５５４・２２・８６０９

富士吉田公共職業安定所都留出張所 電話０５５４・４３・５１４１

福祉人材センターニュース

※人材確保等支援助成金は、介護労働安定センター山梨支部 電話０５５・２２７・９５３２にお問い合せ

ください。（県福祉人材センター 電話０５５・２５４・８６５４）

事事業業主主のの雇雇用用ササポポーートト

問
い
合
わ
せ
先

やまなしの福祉 ２００９年３月 ８



３ トライアル雇用制度（試行雇用奨励金）

【主な受給要件】

○１雇用保険の適用事業主であること

○２トライアル雇用を開始した日の前日から起算して６カ月前からトライアル（試行）雇用終了まで

の間、事業主の都合により解雇された雇用保険被保険者がいないこと

○３再就職の準備をする余裕なく離職を余儀なくされた雇用保険被保険者が一定人数以上いないこと

○４トライアル雇用を開始した日の前日から起算して３年間、当該対象者を雇用したことがないこと

○５対象労働者の出勤状況及び賃金の支払い状況を明らかにする書類を整備・保管していること

【対象となる労働者】

○１従前に経験のない職種や業務に就くことを希望する者

○２失業中である４５歳以上の中高年齢者（原則として雇用保険受給資格者）

○３失業中である４０歳未満の若年者

○４失業中である母子家庭の母など

○５失業中である障害者など

○６日雇労働者、ホームレス

【トライアル雇用期間】

原則３カ月以内

【受給できる額】

トライアル雇用した労働者１人につき１カ月あたり４万円（労働者には賃金を支払う必要がありま

す）

４ 介護未経験者確保等助成金

【主な受給要件】

介護関係業務の未経験者（新規学卒者を除く）を雇用保険一般被保険者（ただし短期間労働者を除

く）として雇い入れ、６カ月以上定着させることができた事業主

【受給できる額】

未経験者１人あたり２５万円、さらに６カ月定着した場合、合わせて５０万円まで助成

ただし１事業主につき３人までとする

５ 人材確保等支援助成金（介護基盤人材確保助成金）

【主な受給要件】

○１介護分野で新サービスの提供などを行おうとする事業主で、介護労働者の定着率改善を図るとと

もに、その雇用管理の改善を推進すること

○２特定労働者（社会福祉士、介護福祉士、訪問介護員１級の有資格者で、実務経験１年以上の者、

またはサービス提供責任者として実務経験１年以上の者）を雇い入れたものと認められること

【受給できる額】

６カ月の期間に特定労働者１人当たり７０万円を上限とし助成

６ 人材確保等支援助成金（介護雇用管理助成金）

【主な受給要件】

介護分野の新サービスの提供などに伴い、雇用管理改善事業を行う事業主

【受給できる額】

雇用管理改善事業にかかる経費の１／２（一部は２／３）を助成

９ やまなしの福祉 ２００９年３月
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１８
年
前
の
春
、望
月
千
里
さ
ん
（
甲

府
市
）
は
、
す
て
き
な
音
色
に
出
合

い
ま
し
た
。
大
正
琴
で
し
た
。
今
、

仲
間
と
共
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

な
ど
を
訪
問
し
て
演
奏
し
た
り
、
一

緒
に
歌
い
ま
す
。
今
年
は
８０
歳
の
傘

寿
。「
演
奏
す
る
私
た
ち
の
方
が
、
皆

さ
ん
か
ら
元
気
や
楽
し
み
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
、
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の
は
、
望

月
さ
ん
ら
７
人
で
つ
く
る
「
北
山
の

会
」
と
名
付
け
た
大
正
琴
の
演
奏
グ

ル
ー
プ
。
都
合
の
つ
く
４
人
で
チ
ー

ム
を
組
ん
で
、
依
頼
の
あ
っ
た
施
設

に
出
掛
け
ま
す
。
馴
染
み
や
す
い
歌

の
歌
詞
を
手
書
き
し
て
人
数
分
用

意
。
訪
問
先
で
は
同
年
代
の
人
た
ち

が
待
っ
て
い
て
、「
さ
あ
歌
い
ま
し
ょ

う
」
と
声
を
掛
け
る
と
、
大
き
な
合

唱
に
な
り
ま
す
。

「
荒
城
の
月
」
「
ふ
る
さ
と
」
「
ひ

な
ま
つ
り
」
な
ど
唱
歌
・
童
謡
、「
青

春
日
記
」「
風
雪
な
が
れ
旅
」
な
ど
の

歌
謡
曲
…
。
小

さ
な
こ
ろ
や
青

春
時
代
、
生
き

て
き
た
道
を
振

り
返
り
、
大
正

琴
の
音
色
に
の

っ
て
歌
の
世
界

に
浸
っ
て
い
き

ま
す
。「
皆
さ
ん
元
気
で
、上
手
で
す
。

何
回
か
通
う
と
、
い
ろ
ん
な
思
い
出

を
話
し
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
訪
問

す
る
の
が
楽
し
み
」
と
望
月
さ
ん
。

大
正
琴
を
始
め
た
の
は
平
成
３
年

で
し
た
。
先
生
に
付
い
て
練
習
を
重

ね
、
５
年
後
に
は
琴
伝
流
の
師
範
に
。

地
域
の
文
化
祭
や
県
・
全
国
の
発
表

会
を
目
標
に
平
成
１１
年
、仲
間
と
「
北

山
の
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
甲
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

勧
め
ら
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

ス
タ
ー
ト
。
新
た
な
生
き
が
い
を
見

つ
け
ま
し
た
。

望
月
さ
ん
が
育
っ
た
の
は
十
枚
山

の
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
南
部
町
本
郷
。

教
育
一
家
の
７
人
姉
妹
の
長
女
で
し

た
。
祖
父
は
勉
強
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
て
、
母
親
か
ら
は

洋
裁
を
。
身
延
高
等
女
学
校
に
進
学

し
、
師
範
の
専
攻
科
を
出
て
１９
歳
で

母
校
睦
合
小
の
教
師
（
音
楽
担
任
）

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
音
楽
は
門
外
漢
。
校
長
先

生
が
武
蔵
野
音
大
へ
研
修
に
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。
２
年
間
、
夏
休
み
に

発
声
か
ら
指
揮
、
編
曲
、
演
奏
ま
で

勉
強
し
ま
し
た
。「
こ
の
研
修
の
お
か

げ
で
、
今
の
私
と
音
楽
が
あ
り
ま

す
」。
３０
歳
で
結
婚
、
先
生
を
退
職
し

ま
し
た
が
、
甲
府
で
長
年
、
幼
稚
園

教
諭
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。

５１
歳
で
運
転
免
許
を
取
得
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
演
奏
に
出
掛
け
る
と
き
は

仲
間
を
乗
せ
て
行
き
ま
す
。「
運
転
で

き
る
限
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
た

い
」
と
明
る
く
話
し
ま
す
。
こ
の
年

に
な
っ
て
感
謝
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
と
言
い
ま
す
。「
元
気
を
く
れ

る
お
年
寄
り
。
私
を
育
て
て
く
れ
た

人
た
ち
。
実
家
を
守
っ
て
く
れ
て
い

る
妹
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」

「私たちが元気をもらいます」と

話す望月千里さんと「北山の会」

のメンバー（左下）

元元気気にに��傘傘寿寿��のの訪訪問問／／演演奏奏やや合合唱唱でで共共感感のの輪輪

ちち ささとと

望望月月 千千里里ささんん大大正正琴琴ででボボラランンテティィアア

やまなしの福祉 ２００９年３月 １０



県
社
会
福
祉
協
議
会
で
設
置

し
て
い
る
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

で
、
問
い
合
わ
せ
が
多
い
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

問
い

お
隣
が
境
界
に
沿

っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

造
り
ま
し
た
が
、
私
の
土
地
に

は
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答
え

放
置
し
て
お
く

と
、
時
効
に
よ
っ
て

お
隣
に
土
地
の
所
有
権
を
取
得

さ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
は
み
出
し
て
い
る

部
分
の
撤
去
を
請
求
す
る
こ
と

で
す
。

越
境
し
て
い
る
塀
の
撤
去

境
界
を
越
え
て
は
み
出
し
て

い
る
塀
は
、
土
地
の
所
有
権
を

侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
所
有
者
は
相
手
方
に
対
し
、

は
み
出
し
て
い
る
部
分
の
塀
を

撤
去
す
る
よ
う
請
求
で
き
ま

す
。

放
置
し
て
お
い
た
場
合

は
み
出
し
て
い
る
塀
を
放
置

し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た

だ
ち
に
相
手
方
に
そ
の
部
分
の

土
地
を
使
用
す
る
権
利
が
、
生

じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
み
だ
し
て
い
る
部
分
の
土
地

の
使
用
を
黙
認
し
た
場
合
を
除

き
、
い
つ
で
も
そ
の
撤
去
を
請

求
で
き
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
長
期
間
放
置
し
た

状
態
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
突
然
、
撤
去
を
請
求
す
る

こ
と
は
か
え
っ
て
関
係
の
悪
化

を
ま
ね
く
こ
と
も
あ
り
、
慎
重

に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。ま

た
そ
の
よ
う
な
状
態
を
放

置
し
て
お
い
た
者
は
「
権
利
の

う
え
に
眠
る
も
の
を
法
は
保
護

せ
ず
」
と
い

う
言
葉
の
と

お
り
、
保
護

す
る
に
値
し

な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、

民
法
で
は
一

定
の
継
続
し

た
状
態
を
保

護
す
る
「
時
効
」
と
い
う
制
度

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
効
に
は
一
定
期
間
、
権
利

を
行
使
し
な
い
た
め
に
権
利
が

消
滅
す
る
「
消
滅
時
効
」、
事
実

が
一
定
期
間
継
続
す
る
た
め
、

そ
れ
に
相
当
す
る
権
利
が
取
得

さ
れ
る
「
取
得
時
効
」
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

土
地
の
取
得
時
効

他
人
が
所
有
権
を
取
得
時
効

に
よ
っ
て
取
得
し
て
し
ま
う

と
、
そ
れ
ま
で
の
所
有
者
の
所

有
権
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。取

得
時
効
が
成
立
す
る
要
件

は
、
所
有
の
意
思
を
持
っ
て
平

穏
か
つ
公
然
と
占
有
し
、
そ
の

期
間
は
２０
年
間
継
続
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

塀
の
建
築
が
、
敷
地
所
有
者

の
制
止
を
無
視
し
て
強
引
に
行

わ
れ
た
場
合
な
ど
は
「
平
穏
か

つ
公
然
と
占
有
す
る
」
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
れ

を
注
意
し
て
い
て
も
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
（「
善
意
無
過

失
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
１０
年

で
所
有
権
を
取
得
す
る
も
の
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
得
時
効
を
防
ぐ
に
は

取
得
時
効
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
所
有
の
意
思
を
持
っ
て
す

る
占
有
の
継
続
を
中
断
さ
せ
る

こ
と
、
言
い
換
え
る
と
、
は
み

出
し
て
い
る
塀
を
撤
去
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

す
ぐ
に
塀
の
撤
去
が
困
難
な

場
合
、
塀
が
は
み
出
し
て
い
る

こ
と
の
確
認
と
、
し
か
る
べ
き

時
期
に
そ
の
撤
去
を
約
束
す
る

念
書
を
作
成
し
て
も
ら
う
と
良

い
で
し
ょ
う
。

こ
の
い
ず
れ
に
も
応
じ
な
い

場
合
に
は
、
所
有
者
は
訴
訟
に

よ
っ
て
相
手
方
に
対
し
、
塀
の

撤
去
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◇

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
。

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
５
・
２
５
４
・
０
１

１
０
（
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
）

隣
地
と
の
境
界
紛
争

放
置
せ
ず
権
利
主
張

新日本法規出版『誰にもわかる社会生活

六法 法律相談Ｑ＆Ａ第１巻』１１７�

１１ やまなしの福祉 ２００９年３月
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県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
県

か
ら
の
委
託
を
受
け
、
認
知
症

介
護
関
係
の
研
修
を
開
催
し
て

い
ま
す
（
図
「
今
後
の
認
知
症

介
護
関
係
研
修
の
関
係
性
の
整

理
」
参
照
）。

認
知
症
介
護
関
係
の
研
修

○１
実
践
者
研
修
…
２
年
程
度

の
実
務
経
験
者
が
、
認
知
症
介

護
の
理
念
、
知
識
や
技
術
を
習

得
す
る

○２
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
…
実

践
者
研
修
で
得
ら
れ
た
知
識
を

さ
ら
に
深
め
、
事
業
所
な
ど
で

チ
ー
ム
ケ
ア
を
効
果
的
・
効
率

的
に
機
能
さ
せ
る
指
導
者
を
養

成
す
る

○３
認
知
症
対
応
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
管
理
者
研
修
…
認
知
症
介

護
を
行
う
事
業
所
の
管
理
・
運

営
の
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る

○４
認
知
症
対
応
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
開
設
者
研
修
…
認
知
症
介

護
の
基
本
的
な
知
識
や
認
知
症

対
応
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営

に
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る

こ
れ
ら
の
研
修
は
、
国
が
実

施
し
て
い
る
１０
週
間
に
及
ぶ

「
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研

修
」
を
修
了
し
た
８
人
が
、
研

修
全
体
の
企
画
・
立
案
や
演
習

指
導
者
と
し
て
、
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

専
門
的
な
介
護

国
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
事
業
所
に
支
払
わ
れ
る
介

護
報
酬
を
改
定
（
平
成
２１
年
度

か
ら
）。
専
門
的
な
認
知
症
介
護

を
普
及
す
る
た
め
、
認
知
症
専

門
ケ
ア
加
算
を
新
た
に
設
け
ま

し
た
。
算
定
の
要
件
に
は
、
実

践
者
研
修
や
指
導
者
研
修
の
修

了
者
の
配
置
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
研
修
に
参
加
し
、
自
分
の

課
題
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

で
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
り

ま
し
た
」
と
い
う
実
践
者
研
修

参
加
者
の
感
想
。
研
修
は
専
門

性
の
あ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�※
認
知
症
の
出
現
率

山
梨

県
の
「
平
成
２０
年
度
高
齢
者
福

祉
基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、
県

内
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
約
２０
万
４
３
０
０
人
で
す
。

高
齢
者
人
口
の
６
・
８
％
に
当

た
る
約
１
万
４
０
０
０
人
が
認

知
症
高
齢
者
で
、
こ
の
う
ち
９０

・
４
％
が
７５
歳
以
上
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

指
導
者
養
成
研
修
を
受
講

岩
間
英
輝
さ
ん
の
感
想

介
護
老
人
保
健
施
設
「
甲
州

ケ
ア
ホ
ー
ム
（
笛
吹
市
）」
の
岩

間
英
輝
さ
ん
�
写
真
�
は
、
県

内
で
最
初
に
指
導
者
養
成
研
修

を
受
講
し
ま
し
た
。
岩
間
さ
ん

の
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
痴
呆
」
か
ら
「
認
知
症
」

と
い
う
呼
称
に
変
わ
り
、
４
年

し
か
経
過
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
認
知
症
」
と
い
う
言
葉
は
、

世
間
に
浸
透
し
ま
し
た
。

認
知
症
介
護
へ
の
取
り
組
み

も
、
介
護
専
門
職
や
医
療
従
事

者
、
研
究
者
、
試
行
錯
誤
し
て

い
る
家
族
や
周
囲
の
方
々
、
そ

し
て
地
域
や
行
政
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
。

全
国
で
認
知
症
介
護
に
か
か

わ
る
専
門
職
を
対
象
と
す
る
系

統
立
て
た
研
修
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
で
、
認
知
症
介
護
の
理
念

を
共
有
す
る
仕
組
み
が
で
き
た

こ
と
も
大
き
な
要
因
で
す
。

最
近
で
は
認
知
症
を
も
つ
本

人
が
、
自
ら
の
体
験
や
社
会
へ

の
要
望
を
訴
え
る
試
み
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
切

実
な
訴
え
に
、
そ
の
人
ら
し
く

生
き
て
い
く
た
め
の
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

統
計
に
よ
る
と
認
知
症
の
出

現
率
�※
は
６５
歳
以
上
の
１３
人
に

１
人
、
８５
歳
以
上
に
な
る
と
４

人
に
１
人
で
す
。
す
べ
て
の
人

に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
今

後
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

認知症介護充実へ
さまざまな研修開催

やまなしの福祉 ２００９年３月 １２
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県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
無

料
で
社
会
福
祉
関
連
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま

す
。ビ

デ
オ
の
内
容
は
看
護
、
介

護
、
健
康
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
福
祉
教
育
な
ど
計
１２
分

野
で
、
約
６
０
０
本
を
収
蔵
。

毎
年
、
新
し
い
情
報
を
提
供

す
る
た
め
に
、
必
要
性
が
高
い

内
容
の
新
作
ビ
デ
オ
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
対
象
…
県
内
に
お

住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
の
方

で
す
（
個
人
、
団
体
は
問
い
ま

せ
ん
）

貸
し
出
し
期
間
…
２
週
間
以

内
貸
し
出
し
本
数
…
３
セ
ッ
ト

以
内
（
シ
リ
ー
ズ
作
品
は
、
ま

と
め
て
１
セ
ッ
ト
）

申
し
込
み
は
電
話
、
ま
た
は

来
所
の
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

◇

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
紹

介
は
、
県
社
協
長
寿
や
ま
な
し

振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
e
n
r
i
n
.
o
r
.

j
p
/
y
a
m
a
n
a
s
h
i
/
v
i
d
e
o

/

v
i
d
e
o
2
0
0
7
.
h
t
m

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
や
ま

な
し
振
興
セ
ン
タ
ー
健
康
生
き

が
い
づ
く
り
担
当
（
電
話
０
５

５
・
２
５
１
・
３
９
０
０
）

ビ デ オ の 紹 介

終末期ケア研修
シリーズ４～６巻
「老人介護施設における介護職

のための終末期ケア研修シリーズ

（第４巻～第６巻）を紹介します。

老人介護施設で暮らす高齢者の

求めているもの、意向の確認の仕

方、医療における終末期・介護に

おける終末期とは、終末期ケアを

必要とする人たち、終末期ケアの
つい すみ か

専門性など、「終の棲家」と位置づ

けた老人介護施設の中堅職員を対

象に構成された内容です。

第４巻
終末期ケアの基礎

�「死の痛み その

ケア」（２９分）（レンタルNO.看護

２０７）

○１死の痛みと、そのケア○２心の

痛みと、そのケア 魂のゆくえ・

終末期の魂の存在

第５巻
終末期ケアの基礎

�「介護する人たち

のケア」（２０分）（レンタルNO.看護

２０８）

○１自然と命 客観的に受け入れ

る○２セルフケア 家族の癒しは家

族で○３家族支援忘れてはならない

物を心刻む看取りの姿を記憶し、

伝える

第６巻
週末期ケアの実践

�「ケア編」（２０分）

（レンタルNO.看護 ２０９）

○１清拭 身体をきれいに保つ○２

排泄 排便は身体の便り○３食事

食欲は生きる力噛むことは生きる

源泉○４嚥下レベルの確認

※終末期ケア研修シリーズ第１巻

～第３巻も揃えています。

ビビ
デデ
オオ
ララ
イイ
ブブ
ララ
リリ
ーー

６６００００
本本
をを
貸貸
しし
出出
しし
中中
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ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
に
似
た

も
の
を
使
っ
て
歩
く
「
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」。

普
通
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
よ
り

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
多
い

も
の
の
、
ひ
ざ
や
腰
へ
の
負
担

が
少
な
い
、
気
軽
に
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
チ
ー
ム
が
、

夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て

行
っ
た
の
が
始
ま
り
。
昭
和
初

期
の
１
９
３
０
年
代
の
こ
と
で

す
。ポ

ー
ル
の
選
び
方

ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
の
よ
う

な
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
」

と
い
う
専
用
の
道
具
を
使
い
ま

す
。
両
手
に
持
っ
た
ポ
ー
ル
を
、

左
右
交
互
に
突
き
な
が
ら
歩
き

ま
す
。

ポ
ー
ル
の
長
さ
は
自
分
の
身

長
（
�
）
に
０
・
６８
を
乗
じ
た

も
の
を
使
う
こ
と
が
理
想
で

す
。
ポ
ー
ル
を
地
面
に
ま
っ
す

ぐ
突
い
た
時
、
ひ
じ
が
直
角
よ

り
も
や
や
広
が
る
く
ら
い
が
目

安
で
す
。

歩
き
方
の
ポ
イ
ン
ト

○１
ポ
ー
ル
の
グ
リ
ッ
プ
部
分

に
付
い
て
い
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

手
首
に
通
し
ま
す

○２
最
初
は
、
グ
リ
ッ
プ
を
に

ぎ
ら
ず
に
、
ポ
ー
ル
を
引
き
ず

り
な
が
ら
歩
き
、
感
覚
を
つ
か

み
ま
す

○３
ポ
ー
ル
に
な
れ
て
き
た

ら
、
手
を
前
に
出
し
て
グ
リ
ッ

プ
を
握
り
、
地
面
を
突
い
て
、

体
を
押
し
出
す
よ
う
に
し
て
進

ん
で
み
ま
し
ょ
う

○４
で
き
る
だ
け
ひ
じ
を
曲
げ

ず
、
腕
は
肩
か
ら
振
る
よ
う
に

○５
背
筋
を
伸
ば
し
、
歩
く
幅

は
普
段
よ
り
少
し
広
く
、
か
か

と
か
ら
着
く
よ
う
に
歩
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す

○６
前
足
と
後
ろ
足
の
中
間
あ

た
り
で
ポ
ー
ル
を
突
き
ま
す
。

勢
い
よ
く
ポ
ー
ル
を
後
に
押
し

出
す
と
、
歩
幅
が
大
き
く
な
り
、

自
然
と
歩
く
ペ
ー
ス
が
上
が
り

ま
す

○７
靴
選
び
も
大
切
で
す
。
歩

き
や
す
い
運
動
靴
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
を
履
き
ま

し
ょ
うサ

ー
ク
ル
も
発
足

日
本
で
は
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
注
目
さ

れ
、
平
成
１８
年
ご
ろ
か
ら
愛
好

者
が
増
え
は
じ
め
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
峡
北
地
域
を
中

心
に
体
験
会
な
ど
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
甲
府
市
貢
川
地
区
の
高

齢
者
が
中
心
と
な
り
、
自
主
的

な
サ
ー
ク
ル
（「
新
し
い
健
康
づ

く
り
の
会
」
代
表

天
野
武
男

さ
ん
）
を
発
足
し
、
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
・

啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

◇

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
季
節

を
迎
え
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
で
身
体
を
動
か
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
長
寿
や
ま
な
し

振
興
セ
ン
タ
ー

健
康
生
き
が

い
づ
く
り
担
当
（
０
５
５
・
２

５
１
・
３
９
０
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

専
用
の
道
具
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ポ
ー
ル
」

エネルギー消費増やし
ひざや腰の負担は軽く

ウオーキングを楽しむ様子

ノルディックウオーキング

やまなしの福祉 ２００９年３月 １４



平
成
１１
年
１０
月
か
ら
都
道
府

県
・
指
定
都
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
は
じ

ま
っ
た
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
（
旧
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
」）。

同
事
業
に
は
契
約
に
基
づ

き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援

助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
、
書

類
な
ど
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援

助
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
本
県

で
利
用
援
助
事
業
を
行
う
社
協

（「
基
幹
的
社
協
」
と
い
い
ま
す
）

は
７
カ
所
で
す
。

利
用
援
助
事
業
の
対
象
は
、

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
・
精
神

障
害
の
方
な
ど
で
、
自
己
決
定

能
力
に
不
安
を
持
っ
て
い
る

方
々
で
す
。

増
穂
町
社
協
は
、
峡
南
地
域

（
６
町
）の
基
幹
的
社
協
と
し
て
、

峡
南
地
区
地
域
福
祉
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
１
月

末
日
現
在
の
実
利

用
人
数
は
、
認
知

症
高
齢
者
４５
人
、

知
的

障

害

者
２４

人
、
精
神
障
害
者
１２
人
な
ど
計

８３
人
。
昨
年
比
９
人
増
と
利
用

者
は
増
加
の
傾
向
で
す
。

同
町
社
協
の
事
業
管
理
者
１

人
と
専
門
員
２
人
、
そ
し
て
実

際
の
業
務
を
行
う
生
活
支
援
員

（
６
町
社
協
職
員
）
９
人
が
、

８３
人
の
支
援
を
し
ま
す
。

功
刀
充
さ
ん
と
大
熊
清
裕
さ

ん
は
、
専
門
員
と
し
て
初
期
相

談
か
ら
支
援
計
画
の
策
定
、
契

約
の
締
結
な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
事
業
で
す
。
今
後
も
生
活
支

援
員
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
�
あ
ん
し

ん
�
を
提
供
し
た
い
」
と
利
用

援
助
事
業
の
大
切
さ
を
語
る
功

刀
さ
ん
と
大
熊
さ
ん
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
１０
年
、
同
町

社
協
の
利
用
援
助
事
業
は
、
地

域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

都
留
市
に
あ
る

「
東
桂
保
育
園
」

は
、
平
成
１７
年
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
の
認

証

を

取

得
。
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
す
る
循
環
型

生
活
を
実
践
し
て
い
ま

す
。有

害
紫
外
線
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
園

庭
に
植
え
た
広
葉
樹
。
そ

の
落
葉
は
堆
肥
に
使
い
、

有
機
無
農
薬
野
菜
や
果
物

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
農

園
の
野
菜
は
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
。
苦
手
な
野
菜

も
競
っ
て
食
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

同
園
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

保
護
者
の
立
場
を
尊
重
し

て
家
庭
に
寄
り
添
っ
て
子

育
て
を
し
て
い
く
こ
と
で

す
。園

長
の
矢
羽
正
子
さ
ん

は
「
保
育
園
は
も
う
１
つ

の
お
家
。
子
ど
も
が
ゆ
っ

た
り
と
自
分
ら
し
さ
を
出

し
て
生
活
で
き
る
場
所
で

あ
り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

今
春
、
ふ
る
さ
と
を
自

然
災
害
か
ら
守
る
新
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
森
づ
く

り
を
始
め
ま
す
。
ド
ン
グ

リ
を
子
ど
も
た
ち
が
苗
か

ら
育
て
、
地
域
の
人
と
一

緒
に
山
奥
に
植
え
て
い
く

の
で
す
。

「
す
べ
て
の
循
環
は
広

葉
樹
を
育
て
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
」
を
合
い
言
葉
に
、

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

施 設 名 社会福祉法人 東桂保育園

住 所 〒４０２－００３４ 都留市桂町１２３９－１

電 話 ０５５４・４３・７１８５ ＦＡＸ ０５５４・４５・７５２５

設 立 昭和４２年４月１日

敷地面積 １３２８．３ｍ
２

建物構造 鉄筋コンクリート陸屋根２階建

定 員 ９０人

関連施設 地域子育て支援事業「すこやかセンター」

生
活
の
自
立
支
援
サ
ポ
ー
ト

地
域
で
暮
ら
す
安
心
を

東桂保育園の外観

峡南地区地域福祉権利擁護センター（増穂町社協内）

ＩＳＯ取得や広葉樹の森づくり
社会福祉法人「東桂保育園」

「話しやすい雰囲気づく

りも大切」と功刀専門員

施

設

概

要

園
の
畑
で
イ
チ
ゴ
を
摘
ん
で

食
べ
る
子
ど
も
た
ち

１５ やまなしの福祉 ２００９年３月



※土日曜日、祝日、年末年始（12

月29日～１月３日）は休みです。

善意をありがとう

山梨ともしび基金は、次の

方々からご寄付をいただきまし

た。

甲府友の会（浅川富美子代表）様

財団法人山梨県職員互助会

（古賀浩史理事長）様

寄付金は、民間福祉活動の助

成を行う基金として大切に活用

させていただきます。

ありがとうございました。県

社協企画課（電話055・254・

8610）

平成21年度県社協主な行事

５月中旬「山梨県シルバー作品

展・シルバー俳句大会」山交百

貨店５階催事場（甲府市）

９月５日（土）～８日（火）「第22

回全国健康福祉祭北海道・札幌

大会」北海道内

9月26日（土）「いきいき山梨ねん

りんピック2009」小瀬スポーツ

公園ほか（甲府市）

11月17日（火）「第57回山梨県社

会福祉大会」県立県民文化ホー

ル（甲府市）

平成21年度ボランティア

活動保険の加入受け付け中

ボランティア活動中のさまざ

まな事故によるけがや賠償責任

を低額の掛け金で補償するこの

保険は、毎年度多くの方々にご

加入いただいています。

補償期間は、４月から来年３

月末日となっています。

現在、４月以降の加入申込み

を受け付け中です。お申し込み

は県社協またはお近くの市町村

社会福祉協議会まで。県社協

地域福祉課（電話055・251・

0039）

福祉サービスを

より良くするために

福祉サービスについて苦情相

談、不満があったら、まずは利

用している福祉サービス施設

（事業者）にお話ください。事業

者は社会福祉法に基づき、次の

苦情解決体制を設けています。

・苦情解決責任者＝施設長、理

事など

・苦情受付担当者＝苦情受け付

け、内容の確認などを行う職員

また外部有識者や専門家によ

る「第三者委員」を設置し、苦

情解決に客観性を確保し、利用

される方や家族の立場などを配

慮した適切な対応に努めていま

す。

しかし「事業者には直接話し

にくい」「事業者の説明に納得で

きない」といった場合、県運営

適正化委員会（社会福祉法第83

条）にご連絡ください。相談・

調査は無料です。県運営適正化

委員会（電話055・254・8610

FAX055・254・8614）
ちから

キリン・子ども「力」

応援事業 公募助成

キリン福祉財団は、「子どもた

ち自らの力を引き出すことを目

的に、子どもの発想から生まれ、

子どもが主体となって実施する

活動」への助成を行います。

対象となる団体は、小学生・

中学生・高校生、フリースクー

ル・フリースペース・児童養護

施設など１８歳未満のメンバー５

人以上が中心となって活動する

サークルなどです（学校のクラ

ブ・サークル活動は除きます）。

○助成金額 １団体当たり１５万

円を上限

○締め切り ４月３０日（木）当

日消印有効

○問い合わせ キリン福祉財団

キリン・子ども「力（ちから）」

応援事業事務局（電話０３・５５４０

・３５２２ FAX０３・５５４０・３５２５）

ホームページ http : //www.

kirin . co . jp / foundation /

koubo2009/index.html

シルバー１１０番

高齢者やその家族が抱える、

生活上のさまざまな心配事や悩

みごとの相談に応じます。

県高齢者総合相談センター

（電話055・254・0110）

広報紙バックナンバーのご案内

県社協広報紙「やまなしの福

祉」既刊号は、ホームページ

（http : //www.y-fukushi.or.

jp/）に掲載しています。

ホームページを開き、福祉情

報「やまなしの福祉」をクリック

するとご覧いただけます。県社

協企画課（電話０５５・２５４・８６１０）

山梨県社会福祉協議会は、環境ISO１４００１の認証に基づき「環境に優しく人に優しい福祉活動の推進」を図っています

やまなしの福祉 ２００９年３月 １６
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